
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

１ 教業防災まちづくりニュース 
2018.7 

はじめに －教業学区で平成 30 年度から防災まちづくりの取組を開始します 

京都市では、平成２４年に「歴史都市京都における密集市街地対策等の取組方針」及び「京都市細街

路対策指針」を策定しました。また、平成２７年４月から地域の主体的な防災まちづくり活動を継続的

に支援する「京都市密集市街地・細街路における防災まちづくり推進制度」が開始されました。 
今回、教業学区における地域による防災まちづくり活動の取組について、この支援の対象地区として、

平成３０年度から３年間を目途に活動支援を受けることとなりました。 
これを絶好の機会としてとらえ、大震災に備えて家族の命と家財を守るため、学区全体で「防災のま

ちづくり」について考え、計画を策定し、できるところから具体的に取り組んでいく予定です。 

■今年は（12 ⽉を⽬途に）、防災まちづくり計画策定に向けた準備段階の取組を進めます

 教業学区の防災まちづくりは 3年間を目途に取り組みますが、まずは学区のみなさんの防災まちづ

くりに対する課題共有に取組むため、以下のような流れで取組みを進める予定です。 

【取組１－課題認識】－先進事例に学び、防災まちづくりの取組の必要性を認識します（6 月～7 月）

 －全国的な災害に強いまちづくりの先進事例及び市内の先進地区の取組に学び、教業学区での防災

まちづくりの取組の必要性（緊急性）を認識する取組を進めます。 

【取組２－課題共有】－教業学区が抱える防災上の課題を認識します（８月～11 月） 

 －まち歩きにより、身近な路地単位、町内会単位でまちを見直し、まちの課題を発見します。その

確認したまちの防災上課題を学区民全体に丁寧に広報し、学区全体の課題として共有します。 

【取組３－計画策定の取組へ】－防災上の課題を解決に向けた計画策定の取組を開始します（12 月） 

 －学区全体および町内会単位の防災まちづくり計画策定の取組を開始します。そのための学区及び

町内会単位の防災まちづくり計画策定のための組織づくりを進めます。 

■6 ⽉ 17 ⽇（⽇）に「防災まちづくり先進事例学習会」を開催しました 
防災まちづくりの最初の取組として、全国の防災ま

ちづくりを指導されています室崎益輝先生をお迎え

し、「大震災に学ぶ－いま、私たちがこころえ、備える

ことは－」のテーマで先進事例学習会を開催しました。 

学習会には約 60 名の方にご参加頂き、これから教業

学区の防災まちづくりを進めるにあたっての基本姿勢

を学びました。先生の当日のＦｂで「参加者の熱い視線

に教業学区が『防災まちづくり大賞』受賞の予感を感じ

ました」と評価して頂きました。 

先生の講演録は次頁にまとめておりますので、是非、

熟読頂き、これからの取組への理解を深めてください。 

（京都新聞 6 月 18 日の朝刊で学習会記事が掲載されました→） 

●防災上の課題発⾒に向け、まち歩き等を⾏いますので、ご理解、ご協⼒お願いします

 教業学区の防災上の課題発見に向け、自主防災会委員や京都市、専門家等で、まち点検のための事前

調査を随時進めてまいります。特に学区に多く見られます路地内で調査することがありますので、ご理

解、ご協力お願いします。現在の予定では 6 月末に役員メンバーで、7 月には自主防災会委員の方とま

ち歩きを行い、教業学区の防災面課題の認識に努め、課題共有を図る予定でいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30 年 7 月）   【発行】教業学区自主防災会   【編集責任】京・まち・ねっと 

◆６月１８日午前７時５８分、Ｍ6.1 の大地震が大阪北部震源で発生 

京都新聞 
6 月 18 日夕刊 

京都新聞 6 月 19 日朝刊 

【地震そのとき 10 のポイント！！！】 

地震時の行動 
１ 地震だ！まず身の安全 
 ・揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたときは、身の安全を最優

先に行動する。 

地震時直後の行動 
２ 落ち着いて 火の元確認 初期消火 
 ・火を使っているときは、揺れが収まってから、あわてずに火の始

末をする。 

 ・出火したときは、落ち着いて消火する。 

３ あわてた行動 ケガのもと 
 ・屋内で転倒・落下した家具類やガラスの破片などに注意する。 

 ・瓦、窓ガラス、看板などが落ちてくるので外に飛び出さない。 

４ 窓や戸を開け 出口を確保 
 ・揺れが収まったときに、避難ができるよう出口を確保する。 

５ 門や塀には近寄らない  
 ・屋外で揺れを感じたら、ブロック塀などには近寄らない。 

地震後の行動 
６ 火災 確かな避難 
 ・地域に大規模な火災の危険が迫り、身の危険を感じたら、地域

の集合場所や 避難場所に避難する。 

７ 正しい情報 確かな行動 
 ・ラジオやテレビ、消防署、行政などから正しい情報を得る。 

８ 確かめ合おう わが家の安全 隣の安否  
 ・わが家の安全を確認後、近隣の安否を確認する。 

９ 協力し合って 救出・救護  
 ・倒壊家屋や転倒家具などの下敷きになった人を近隣で協力し、

救出・救護する。 

１０ 避難の前に 安全確認  電気・ガス  
 ・避難が必要なときには、ブレーカーを落とし、ガスの元栓を閉めて

避難する。 
（「成逸防災心得」から） 

○６月１７日（日）午前に「防災まちづくり先進事例学習会」

で室崎先生からいつ起こるかもしれない大地震への備え

について学びました。 

○６月１８日（月）午前８時頃に激しい縦揺れの大地震に襲

われました。 

○教業学区防災まちづくりをスタートする最初に、その試練

を経験することになりました。 

○家の中、家の廻り、避難路の状況などを改めて再確認し

ましょう。特に身近なブロック塀は点検が必要です！ 

○「地震そのとき 10 のポイント」を今一度読み直し、いつ

起こるかわからない大災害に備えましょう！！！ 


